
人類に対する犯罪：実現したポロシェンコの約束 

「我々は学校を爆撃している、ドンバスの子供は学校へ行けない」 
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 1年生 7歳の Vica 

 

調査記者オルガ・ルザノワによるこの記事は、ドンバスの住宅地区や学校を、直接、狙った

キエフ政府の砲撃の跡の、写真やビデオによる証拠を提供している。 

 

民間人が意図的に狙われた。 

 

これらの戦争犯罪は主流メディアによって無視されている。それらは国連人権委員会にも

認証されていない。 

 

子供の基本的人権は、アメリカが支援するキエフ政府によって、国際法を完全に無視して

堂々と蹂躙されている。                   ――GR編集部 

 

 

オルガ・ルザノワによる写真とビデオ・フィルム 

 

昨年 10月、ペトロ・ポロシェンコ大統領はオデッサでのスピーチの中で、ウクライナ人の

未来展望を、ドンバス地域の住民のそれと比較してみせた。大統領は特にこう約束した―― 

https://youtu.be/aHWHqj8g7Bk 

https://youtu.be/aHWHqj8g7Bk


   

「我々の子供は学校や幼稚園に行くが、彼らの子供は地下室に閉じ込められるだろう！」 

 

これまでウクライナ政府は、その約束を守るべく最善を尽くしている。ここに、その子供の

一人が、ウクライナ大統領の意思通りに、地下室に坐っている。 

 

Perevalsk司令部の代理司令官が、たまたま最前線のすぐ近くだった、小さな町の小旅行に

私を連れて行ってくれた。ウクライナ軍は、民兵団がデバリツェボを掃討するその日まで、

この町の住宅地区に向かって発砲していた。我々は、わたしのよく知っている道路を通った。

我々は町を通り抜けたが、あたり一面に砲弾攻撃の跡が見られた。その学校に我々が裏側か

ら近づくと、ど真ん中に巨大なクレーターのできたフットボール・ピッチが見えた。さらに

学校の近くには、ウラガン・ミサイルによるもう一つのクレーターが見えた。 

 

 

https://slavyangrad.files.wordpress.com/2015/03/img_0960.jpg


 

 

https://youtu.be/fZP1J-pPCno 

 

3つ目のミサイルは明らかに校舎に当たっていた。 

 

 

https://youtu.be/fZP1J-pPCno
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校舎の中に、かなり大きな砲弾の破片が見つかった。それはよじれたアルミニウムのバケツ

のように見えたが、そこに明らかな番号があり、ウラガン・ミサイルの一部と分かった。 

 

 

 

校舎のデバリツェボに面した側には、一枚の窓ガラスも無傷で残ってはいなかった。明らか

にそれはランダムな射撃でなく、学校に当たったすべての弾は狙い撃ちと分かった。 
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我々は学校中を歩き回った。その正面は民兵団に支配されている区域に面していて、ほとん

ど破壊されていなかった。ちなみに、この学校はペレバリスク地区では、最もきれいな学校

の一つだった。それは 2 年前に改装の資金を与えられ、完全に装いを新たにしたところだ

った。 

 

 

 

今、本にハンマーと鎌を組み合わせ、「世界に平和を」と書き込まれたこの絵柄は、この光

景になおさら悲しみを加えるものだった。 
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校舎の内部の状態も劣らずひどいものだった――投げ飛ばされた家具の切れ端、窓ガラス

の破片、床上のささくれだったガラスと砕けた石膏、至る所に木片とレンガが散らばり、す

べてが裂かれ、穴をあけられていた。 
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半壊した廊下には、「大祖国戦争」の英雄たちの肖像画の衝立があり、英雄たちはウクライ

ナの弾丸によって再び「殺されて」いた。――「忘れ去られた人はいない、忘れ去られたも

のはない。」 
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是非言っておきたいことだが、過去の記憶の価値への敬意というものが、常に、我々の学校

教育の非常に重要な一部になっている。ウクライナ紛争に照らしてみると、ウクライナの学

校で現在、採用されている主要な道具の一つは、歴史の歪曲である――特に、ソビエトの英

雄の名を Banderitesの名に置き換えている。しかしドンバスの人々は彼らの真の歴史を記

憶している。我々はそれを学校で習っただけでなく、自分の目でこの歴史を見、我々に何度

も繰り返して語ってくれた祖父母からも教えられた。我々はそれを忘れることはないだろ

う。 

 

私は外に子供の声を聞いた――幼い少女が数人の大人と一緒にやってきて、学校の一番ひ

どく損傷した方向を指さしながら、「私のクラスはそこだったの」と言った。7 歳のヴィカ

は、自分の学校のことをひどく悲しんでいた。彼女の友達はほとんど町を去り、今、彼女も

家族とともに、ここを出ていかなくてはならないようだ。 

 

https://youtu.be/v5usuJ8ifDQ 

 

私は、ヴィカと一緒に 1 年生の生徒たちが勉強していた教室に入ってみた。ここもやはり

同じ光景だった――あたりに散らばるガラス、壊された窓、つぶされた家具、穴の開いた壁

… 本だけが本棚に残っていた。 

 

https://youtu.be/v5usuJ8ifDQ
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誰かが黒板に、「ファシスト侵略者に死を」と書いていた。 
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https://youtu.be/f4n3fSqhJPs 

 

 

 

ドンバスの子供たちは学校へ行かない。 
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